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日
本
経
済
の
構
造
を
変
え
な

い
と、
人
々
が
望
む
成
果
は
期

待
で
き
な
い。
低
成
長
や
デ
フ

レ
状
況
が
続
く
だ
け
で
な
く、

貧
困
の
広
が
り
や
中
間
層
の
弱

体
化
な
ど
の
多
く
の
問
題
が、

抜
本
改
革
を
迫
ら
れ
よ
う。

ケ
イ
ン
ズ
政
策
の
基
本
が、

政
府
や
中
央
銀
行
に
よ
る
需
要

刺
激
策
で
あ
る
と
す
れ
ば、
今

求
め
ら
れ
る
の
は
そ
れ
だ
け
で

は
な
い。
経
済
構
造
を
変
え
る

に
は
供
給
サ
イ
ド
の
テ
コ
入
れ

が
必
要
と
な
る。

た
だ
市
場
に
委
ね
れ
ば
い
い

と
い
う
新
古
典
派
へ
の
批
判
も

多
い。
供
給
サ
イ
ド
の
構
造
を

変
え
る
に
は
政
府
に
よ
る
何
ら

か
の
関
与
が
求
め
ら
れ
る。

供
給
サ
イ
ド
の
基
本
は、
経

-
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1 面の続き

伊
藤
元
重
氏
l
9
5
1
年
生

まれ。
米
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
大
助
教

授、
東
大
教
授
な
ど
を
経
て
2
0

1
6
年
4
月
か
ら
現
職。
著
書
に

「
東
大
名
物
教
授
の
熱
血
セ
ミ
ナ

ー
日
本
経
済
を『
見
通
す』
力」

「
経
済
大
変
動」
な
ど。
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済
の
成
長
力
を
示
す
潜
在
成
長

率
で
あ
る。
こ
れ
を
高
め
る
方

策
は、
労
働
増
加、
資
本
増
加、

生
産
性
の
上
昇
の
三
つ
し
か
な

人
ヘ

の
は
困
難
だ。
し
か
し、
一
人

ひ
と
り
の
労
働
者
の
能
力
を
高

め
れ
ば
労
働
力
全
体
を
拡
大
で

き
る。
失
わ
れ
た
30
年
の
間、

人
的
資
本
へ
の
投
資
は
低
調

で、
教
育
も
劣
化
し
た。
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
革
新
が
進
み、
労

働
者
の
再
教
育
を
強
化
す
る
意

義
は
高
ま
っ
て
い
る。

「
こ
れ
ま
で
の
資
本
主
義」

は
残
念
な
が
ら、
人
的
資
本
へ

を
叫
ん
で
も、
労
働
生
産
性
が

上
が
ら
な
け
れ
ば、
持
続
的
な

賃
上
げ
は
難
し
い。

人
的
資
本
へ
の
投
資
を
増
や

す
こ
と
が、
中
間
所
得
層
の
厚

み
を
増
す
唯一
の
適
の
よ
う
に

も
思
え
る。
教
育
や
人
的
資
本

へ
の
投
資
こ
そ
が、
新
し
い
資

本
主
義
へ
と
つ
な
が
る
最
も
重

要
な
道
で
は
な
い
か。

次
に
資
本
の
増
加
に
つ
い
て

の
投
資
こ
そ
最
頂
要

い。
高
い
成
長
を
目
指
す
こ
と

に
抵
抗
感
を
持
つ
人
も
い
る
だ

ろ
う。
し
か
し、
日
本
経
済
の

成
長
率
を
上
げ
な
い
と、
賃
金

上
昇
も、
安
心
で
き
る
社
会
保

障
制
度
も
実
現
で
き
な
い。

供
給
サ
イ
ド
の
流
れ
を
変
え

る
具
体
策
を、
労
働・
資
本・

生
産
性
の
3
要
素
か
ら
考
え
て

み
た
い。

ま
ず
労
働
力
は、
少
子
高
齢

化
の
も
と
で
物
理
的
に
増
や
す

の
投
資
で
十
分
な
成
果
を
あ
げ

ら
れ
な
か
っ
た。
市
場
の
自
由

な
活
動
に
委
ね
た
だ
け
で
は、

好
ま
し
い
資
源
配
分
を
実
現
で

き
な
か
っ
た。
つ
ま
り
市
場
の

失
敗
が
生
じ
て
い
た
の
だ。
政

府
に
よ
る
よ
り
踏
み
込
ん
だ
対

応
が
必
要
と
な
る。

教
育
機
会
を
拡
大
し、
人
的

資
本
を
増
や
せ
ば、
労
働
者
の

賃
金
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
も

な
る。
政
府
が
い
く
ら
賃
上
げ

述
べ
よ
う。
日
本
の
潜
在
成
長

率
低
迷
の
大
き
な
原
因
が、
企

業
に
よ
る
投
資
不
足
だ
っ
た
こ

と
は
明
ら
か
だ。
資
本
ス
ト
ッ

ク
の
伸
び
の
鈍
さ
が、
生
産
性

の
伸
び
を
抑
え
た。

こ
こ
で
も、
市
場
に
委
ね
る

だ
け
で
は
期
待
す
る
投
資
が
実

現
し
な
い
と
い
う
「
市
場
の
失

敗」
が
生
じ
て
い
た。

欧
米
や
中
国
な
ど
の
海
外
主

要
国
も、
民
間
投
資
を
促
進
す

る
こ
と
が、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に

向
け
て
経
済
の
回
復
を
図
る
突

破
口
と
考
え
て
い
る。
デ
ジ
タ

ル
化
の
加
速
や
気
候
変
動
対
策

な
ど、
民
間
投
資
を
刺
激
す
る

た
め
の
大
規
模
な
産
業
政
策
を

展
開
し
て
い
る。

い
ま
欧
米
が
取
り
組
ん
で
い

る
の
は、
財
政
資
金
で
需
要
サ

イ
ド
か
ら
景
気
を
刺
激
す
る
伝

統
的
な
ケ
イ
ン
ズ
政
策
だ
け
で

は
な
い。
供
給
サ
イ
ド
に
働
き

か
け
る
産
業
政
策
が
セ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
る。

デ
ジ
タ
ル
や
グ
リ
ー
ン
が
経

済
再
生
の
鍵
と
な
る
こ
と
は
明

ら
か
だ
が、
こ
こ
で
も
市
場
に

委
ね
る
だ
け
で
は
望
む
よ
う
な

成
果
は
期
待
で
き
な
い。

市
場
が
し
ば
し
ば
失
敗
す
る

よ
う
に、
政
府
も
失
敗
す
る。

政
府
に
よ
る
過
度
な
介
入
は、

え
て
し
て
好
ま
し
い
結
果
を
も

た
ら
さ
な
い。
過
剰
な
財
政
支

出
は
政
府
の
信
頼
を
失
わ
せ、

財
政
破
綻
へ
の
適
を
進
む
こ
と

に
な
る。

「
新
し
い
資
本
主
義」
に
期

待
す
べ
き
な
の
は、
過
剰
な
公

的
介
入
で
は
な
く、
健
全
な
資

本
主
義
の
機
能
を
取
り
戻
す
こ

と
で
あ
る。

特
に
こ
の
点
は、
3
番
目
の

成
長
の
要
素
で
あ
る
生
産
性
が

深
く
関
わ
る。
日
本
の
生
産
性

は
伸
び
が
低
迷
し
て
い
る。
そ

の
大
き
な
要
因
は、
経
済
の
新

陳
代
謝
の
著
し
い
低
下
だ。
市

場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
活
性
化
さ
せ

る
改
革
の
重
要
性
を、
再
度
確

認
し
て
お
き
た
い。

気
候
変
動
は
典
型
的
な
市
場

の
失
敗
だ
が、
環
境
対
策
に
貫

献
す
る
企
業
や
事
業
に
投
融
資

す
る
「
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス」
や、
湿
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
量
に
応
じ
て
コ
ス
ト
負
担
を

求
め
る
「
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ

ン
グ」
な
ど、
市
場
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
活
用
が
有
効
で
あ
る。
結

局
の
と
こ
ろ、
資
本
主
義
を
救

う
の
は
資
本
主
義
な
の
だ。


